
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナワクチンは 2 回の接種によって、95％の有効性で発熱や咳などの症状が出る

こと（発症）を防ぐことが認められています。（※インフルエンザワクチンの有効性は 40～

60％といわれています） 

 

 

一般的にワクチン接種後は、ワクチンが免疫をつけるための反応を起こすため、接種部位

の痛み、発熱、頭痛などの「副反応」が生じることがあります。治療を要したり、障害が残る

ほどの副反応は極めて稀ではあるものの、可能性はゼロではありません。 

 

 

 

 

 

 

今回新たに承認されたワクチンの国内治験では、ワクチン 2 回接種後の接種部位の痛み

が約 80％、37.5℃以上の発熱が約 33％、疲労・倦怠感が約 60％の方に認められてい

ます。また、ワクチンに含まれる成分に対する急性のアレルギー反応であるアナフィラキシ

ーの発生頻度は、米国で 100 万人に 5 人の割合と報告されており、日本ではワクチンの

接種後 15～30 分間経過を見て、万が一アナフィラキシーが起きても医療従事者が必要

な対応を行います。 

 



 

 

 

新型コロナワクチンにつきましては、外国籍の方も含め、接種の対象となるすべての住民

に全額公費で接種を行います。接種の時期が近付くと、市区町村などの自治体から接種

のお知らせや接種券をお送りする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国民に供給できるワクチンの数量確保を目指していますが、ワクチンの調達が段階的に

ならざるを得ないことから、重症者リスクの高い方を優先して接種を行っております。 

また、新型コロナウイルスの感染症患者に対する医療提供体制を守ることも不可欠です。

このため、 

 

 

 

の順番で接種をしていく方針です。その後 16 歳以上の一般の方へ接種券を交付し、 

順次接種が行われていきます。 
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